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4大学が結束し、価値ある研究をさらに推し進める。



　

富
山
大
、
金
沢
大
、
福
井
大
、
金
沢
医
科
大

の
北
陸
の
医
学
系
４
大
学
に
よ
る
眼
科
合
同
研
究

会
が
、
去
る
５
月
20
日
、
金
沢
市
の
ホ
テ
ル
金
沢
で

開
か
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
次
ぐ
２
回
目
の
開
催
で
、

富
山
大
学
の
林
篤
志
教
授
、
同
じ
く
金
沢
大
学
の

杉
山
和
久
教
授
、
福
井
大
学
の
稲
谷
大
教
授
、

金
沢
医
科
大
学
の
佐
々
木
洋
教
授
は
じ
め
各
大
学

の
眼
科
医
師
や
関
係
者
が
数
多
く
集
ま
り
、
交
流

と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

金沢大学医薬保健学域
医学系視覚科学教授

杉山 和久
金沢医科大学眼科学講座
主任教授

佐々木 洋
富山大学医学薬学研究部
眼科学講座教授

林　 篤志
福井大学医学部
眼科学教室教授

稲谷 　大

４
大
学
が
結
束
し
、

価
値
あ
る
研
究
を

さ
ら
に
推
し
進
め
る
。

研
究
発
表
を
機
に
、

共
同
研
究
が
進
む

　
午
後
7
時
か
ら
開
か
れ
た
眼
科
合
同
研
究

会
は
、
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
分
か
れ
て
4
大
学
の
若
年
医
局
員
に
よ
る

研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
究
発
表
に

先
立
ち
、
金
沢
医
科
大
学
の
佐
々
木
洋
主
任

教
授
が
挨
拶
に
立
ち
、
次
の
よ
う
に
意
義
を

強
調
し
ま
し
た
。

　「
こ
の
眼
科
合
同
研
究
会
は
、
4
大
学
が
お
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金
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昨
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２
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の
開
催
で
、

富
山
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の
林
篤
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授
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沢
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山
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福
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稲
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大
教
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金
沢
医
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大
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の
佐
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木
洋
教
授
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じ
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各
大
学

の
眼
科
医
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や
関
係
者
が
数
多
く
集
ま
り
、
交
流

と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

互
い
に
ど
ん
な
研
究
を
し
て
い
る
か
を
知
っ
て

共
同
研
究
に
つ
な
げ
た
り
、
あ
る
い
は
こ
こ
に

お
集
ま
り
の
先
生
方
が
研
究
な
ど
を
通
し
て

行
き
来
を
し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
日
も
4

人
の
先
生
方
に
研
究
発
表
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
ぜ
ひ
活
発
に
議
論
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
第
1
回
の
合
同
研

究
会
で
は
、
私
ど
も
の
大
学
と
金
沢
大
学
で

一
緒
に
共
同
研
究
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
研
究
成
果
が
先
週
、

論
文
で
発
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
回
も
同
じ
よ
う
に
、
次
の
研
究
に
つ
な
が

る
活
発
な
交
流
、
親
睦
が
図
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
」

　
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
稲
谷
大
福
井
大
学

眼
科
学
教
授
が
座
長
と
し
て
、
福
井
大
学
の

岩
崎
健
太
郎
医
師
、
金
沢
医
科
大
学
の
柴
田

哲
平
医
師
の
研
究
に
つ
い
て
紹
介
、
講
演
後

の
質
疑
応
答
を
含
め
た
司
会
進
行
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
研
究
発
表
は
、
岩
崎
健
太
郎
医
師
は
「
両

眼
ト
ラ
ベ
ク
レ
ク
ト
ミ
ー
を
施
行
し
た
患
者

に
お
け
る
術
後
成
績
に
つ
い
て
の
後
ろ
向
き

多
施
設
比
較
試
験
」
に
つ
い
て
、
柴
田
哲
平

医
師
は
「C

R
ISPR-C

as9

シ
ス
テ
ム
を
用

い
たTpm
2

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
に
よ
る

白
内
障
研
究
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
、

出
席
者
と
の
間
で
、
活
発
な
や
り
と
り
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に

価
値
あ
る
も
の
に

　
引
き
続
い
て
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
り
、
座

長
で
あ
る
杉
山
和
久
金
沢
大
学
眼
科
学
教
授

が
、
発
表
者
の
紹
介
と
、
質
疑
応
答
な
ど
の

司
会
進
行
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
第
二
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
富
山
大
学
の
中
村
友
子
医
師
、

金
沢
大
学
の
横
川
英
明
医
師
が
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
中
村
友
子
医
師
は
「
富
山
大
学
で

の
ぶ
ど
う
膜
炎
の
検
討
」
に
つ
い
て
、
横
川
医

師
は
ご
自
身
の
留
学
先
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の

「
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
角
膜
研
究
」
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
、
出
席
者
と
の
間
で
盛

ん
に
や
り
取
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
セ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
、
林
篤
志
富
山
大
学
眼

科
学
教
授
が
締
め
く
く
り
の
挨
拶
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　「
眼
科
合
同
研
究
会
は
、
い
わ
ば
4
大
学
の

医
局
会
の
側
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。
普
段
自
分

た
ち
の
大
学
の
医
局
会
で
は
な
か
な
か
聞
け
な

い
話
が
聞
け
る
と
い
う
、
軽
い
気
持
ち
で
皆
さ

ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
。
こ
れ

ま
で
に
な
か
っ
た
会
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
未

知
数
の
部
分
も
あ
り
ま
す
が
今
後
、
5
回
、

10
回
、
15
回
と
続
い
て
い
け
ば
、
い
ろ
ん
な
も

の
が
見
え
て
き
て
価
値
が
あ
る
会
に
な
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
4
大
学
の
医
局
会
と

し
て
今
後
と
も
、
皆
さ
ん
で
育
て
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

　
研
究
発
表
終
了
後
、
午
後
9
時
か
ら
「
情

報
交
換
会
」
に
移
り
、
4
大
学
の
参
加
者
が

思
い
思
い
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
次
回
第

3
回
の
北
陸
4
大
学
眼
科
合
同
研
究
会
は
、

平
成
29
年
（
2
0
1
7
）
5
月
26
日
（
金
）、

富
山
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
各
研
究
発
表
者
の
講
演
要
旨
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
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第1セッション

『 両眼トラベクレクトミーを施行した患者における
       術後成績についての後ろ向き多施設比較試験 』

稲谷 大 先生 （福井大学医学部眼科学教室 教授 ）

岩﨑 健太郎 先生
福井大学医学部眼科学教室

座長

演者

第2セッション

杉山 和久 先生 （金沢大学医薬保健学域医学系視覚科学 教授 ）座長

【目的】
　両眼トラベクレクトミーを施行した症例において先行眼と後行眼の成績を比較すること。

【対象と方法】
　福井大学、岐阜大学、熊本大学、金沢大学、東北大学にて両眼トラベクレクトミーを施行
した84名168眼の術後成績について後ろ向きに調査した。眼圧の生存は、基準A（6以上
21mmHg以下）、基準B（6以上18mmHg以下）、基準C（6以上15mmHg以下）とした。

【結果】
　先行眼と後行眼の術後3年生存率は、基準A（73.6％ vs 60.6％、p=0.090）、基準B

（59.8％ vs 54.0％、p=0.42）、基準C（43.8％ vs 41.7％、p=0.57）であった。先行眼成功
群で後行眼の成功群と不成功群について解析を行うと、すべての基準でトラベクレクトミー
の間隔が後行眼不成功の症例の方が有意に長かった（基準A：180日 vs 574日；
p=0.0030、基準B：156日 vs 518日；p=0.0036、基準C：148日 vs 508日；p=0.015）。
先行眼成功群における後行眼不成功のリスク因子について多変量解析を行うと、トラベク
レクトミーの間隔が長いことがリスク因子であった。

【結論】
　先行眼と後行眼の生存率に有意差は認めなかった。先行眼成功群において、トラベク
レクトミーの間隔が長い方が、後行眼の生存率は有意に低くなる。

『 ポートランドでの角膜研究 』

横川 英明 先生
金沢大学眼科学教室 助教

演者

　2015年に約半年の間、私は、米国オレゴン州ポートランドにて角膜の研究に従事しまし
た。そこで、私が携わった研究テーマのいくつかを紹介します。今後の研究に生かしたいと
思いますので、御質問やアドバイスなどをよろしくお願いいたします。
① フェムトセカンドレーザーを用いた角膜移植

フェムトセカンドレーザーは、正確で安定した組織切開が可能であり、角膜移植術への
応用が始まっています。表層移植にフェムトを用いる場合は、深い層状切開を行うと
ベッド面の粗さが問題となります。今後、術式のさらなる改良が望まれます。

② 前眼部OCTの角膜上皮厚マッピングを用いた研究
前眼部OCTにて、非侵襲的に角膜上皮厚マッピングが得られます。上皮厚マッピング
は、円錐角膜の初期診断や、屈折矯正手術後変化などの研究に使用されていますが、
今後、他疾患への応用が期待されます。

③ 角膜内皮移植DMEK における、惹起乱視とトーリックIOLの使用
多数例のDMEK 手術において、惹起乱視を解析した結果、角膜前面の惹起乱視が
軽度であることが明らかになりました。実際にトーリックIOLを挿入した症例においては、
おおむね良好な結果が得られました。しかし今後、適応の選択方法の改善や、カリ
キュレータ―を含めた予測性のさらなる向上が望まれます。

『 富山大学でのぶどう膜炎の検討 』

中村 友子 先生
富山大学医学薬学研究部
眼科学講座 助教

演者

　富山大学眼炎症外来を設立してから5年目となりました。ぶどう膜炎の原因疾患
は地域によって異なることが知られていますが、富山のぶどう膜炎には何か特徴が
あるのか、今回当院でのぶどう膜炎の原因疾患の検討を行いました。また
Adaptive opticsを用い、眼炎症疾患を視細胞レベルで経過観察することに取り
組んでいます。Vogt小柳原田病は一般的にステロイド治療が奏功し、治療後の視
力経過は良好です。しかし、視細胞レベルでは、漿液性網膜剥離が消退した後に
観察される錐体モザイクは正常と比較すると減少しており、その後経時的に増加し
てくることが分かりました。これは視細胞外節の回復に関連していることが予測され
ます。治療前のOCTで漿液性網膜剥離の種類を分類し、回復過程に差があるか
検討を行いました。また形態だけでなく、microperimetry を用いることで網膜機能
の変化も経過観察に用いています。

『 CRISPR-Cas9 システムを用いた
          Tpm2 ノックアウトマウスによる白内障研究 』

柴田 哲平 先生
金沢医科大学眼科学講座 助教

演者

　白内障術後には、残存した水晶体上皮細胞が、増殖、遊走、上皮間葉系移行pithelial-
mesenchymal transition(EMT)、水晶体線維の再生を生じ、いわゆる後嚢混濁(PCO)を生
じます。我々は今までTropomyosin1α1 と2β(Tpm 2β)が、水晶体上皮のEMT や白内障
術後のPCOの発症に関与していることを証明してきました。このTpm2βの水晶体における役
割を検討するために、CRISPR-Cas9 システムという新しい遺伝子改変技術を使い、Tpm2ヘ
テロノックアウト(KO)マウス(Tpm2β+/-) を作製しました。最初にPCOのマウスモデルとして、
水晶体の創傷治癒反応におけるTpm2βの影響を観察しました。Tpm2β+/- では創傷治癒
部位における線維芽細胞様変化がワイルドタイプ(WT)マウスに比べ少なく、免疫染色による
水晶体の組織変化でTpm1α/2βとαSMA 発現も低く、これはTpm2βが、水晶体のEMT 
に重要な機能をしていることを示唆していると考えられました。また水晶体の自然経過を見ると
Tpm2β +/- マウスでは、WTマウスに比べ早期に白内障を発症し、その組織像よりTpm2β
が水晶体上皮細胞の機能保持や皮質線維の分化に関与している可能性が示唆されました。
現在Tpm1αのコンディショナルKOマウスを作成中です。
　今後は水晶体嚢外摘出術によるPCOの誘導を試みたいと考えています。しかし、マウスの眼
が小さいためECCEを施行するのが難しく、またTpm2βをノックダウンしているため心機能の
脆弱さによって麻酔で死亡する場合が多いのが問題です。白内障を評価するにあたっても水
晶体の画像を撮影するのが容易ではありません。麻酔方法やマウスの取り扱い、本研究モデル
をより有意義に使用するにはどうすべきか、などについてディスカッションできればと思います。
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横川 英明 先生
金沢大学眼科学教室 助教

演者

　2015年に約半年の間、私は、米国オレゴン州ポートランドにて角膜の研究に従事しまし
た。そこで、私が携わった研究テーマのいくつかを紹介します。今後の研究に生かしたいと
思いますので、御質問やアドバイスなどをよろしくお願いいたします。
① フェムトセカンドレーザーを用いた角膜移植

フェムトセカンドレーザーは、正確で安定した組織切開が可能であり、角膜移植術への
応用が始まっています。表層移植にフェムトを用いる場合は、深い層状切開を行うと
ベッド面の粗さが問題となります。今後、術式のさらなる改良が望まれます。

② 前眼部OCTの角膜上皮厚マッピングを用いた研究
前眼部OCTにて、非侵襲的に角膜上皮厚マッピングが得られます。上皮厚マッピング
は、円錐角膜の初期診断や、屈折矯正手術後変化などの研究に使用されていますが、
今後、他疾患への応用が期待されます。

③ 角膜内皮移植DMEK における、惹起乱視とトーリックIOLの使用
多数例のDMEK 手術において、惹起乱視を解析した結果、角膜前面の惹起乱視が
軽度であることが明らかになりました。実際にトーリックIOLを挿入した症例においては、
おおむね良好な結果が得られました。しかし今後、適応の選択方法の改善や、カリ
キュレータ―を含めた予測性のさらなる向上が望まれます。

『 富山大学でのぶどう膜炎の検討 』

中村 友子 先生
富山大学医学薬学研究部
眼科学講座 助教

演者

　富山大学眼炎症外来を設立してから5年目となりました。ぶどう膜炎の原因疾患
は地域によって異なることが知られていますが、富山のぶどう膜炎には何か特徴が
あるのか、今回当院でのぶどう膜炎の原因疾患の検討を行いました。また
Adaptive opticsを用い、眼炎症疾患を視細胞レベルで経過観察することに取り
組んでいます。Vogt小柳原田病は一般的にステロイド治療が奏功し、治療後の視
力経過は良好です。しかし、視細胞レベルでは、漿液性網膜剥離が消退した後に
観察される錐体モザイクは正常と比較すると減少しており、その後経時的に増加し
てくることが分かりました。これは視細胞外節の回復に関連していることが予測され
ます。治療前のOCTで漿液性網膜剥離の種類を分類し、回復過程に差があるか
検討を行いました。また形態だけでなく、microperimetry を用いることで網膜機能
の変化も経過観察に用いています。

『 CRISPR-Cas9 システムを用いた
          Tpm2 ノックアウトマウスによる白内障研究 』

柴田 哲平 先生
金沢医科大学眼科学講座 助教

演者

　白内障術後には、残存した水晶体上皮細胞が、増殖、遊走、上皮間葉系移行pithelial-
mesenchymal transition(EMT)、水晶体線維の再生を生じ、いわゆる後嚢混濁(PCO)を生
じます。我々は今までTropomyosin1α1 と2β(Tpm 2β)が、水晶体上皮のEMT や白内障
術後のPCOの発症に関与していることを証明してきました。このTpm2βの水晶体における役
割を検討するために、CRISPR-Cas9 システムという新しい遺伝子改変技術を使い、Tpm2ヘ
テロノックアウト(KO)マウス(Tpm2β+/-) を作製しました。最初にPCOのマウスモデルとして、
水晶体の創傷治癒反応におけるTpm2βの影響を観察しました。Tpm2β+/- では創傷治癒
部位における線維芽細胞様変化がワイルドタイプ(WT)マウスに比べ少なく、免疫染色による
水晶体の組織変化でTpm1α/2βとαSMA 発現も低く、これはTpm2βが、水晶体のEMT 
に重要な機能をしていることを示唆していると考えられました。また水晶体の自然経過を見ると
Tpm2β +/- マウスでは、WTマウスに比べ早期に白内障を発症し、その組織像よりTpm2β
が水晶体上皮細胞の機能保持や皮質線維の分化に関与している可能性が示唆されました。
現在Tpm1αのコンディショナルKOマウスを作成中です。
　今後は水晶体嚢外摘出術によるPCOの誘導を試みたいと考えています。しかし、マウスの眼
が小さいためECCEを施行するのが難しく、またTpm2βをノックダウンしているため心機能の
脆弱さによって麻酔で死亡する場合が多いのが問題です。白内障を評価するにあたっても水
晶体の画像を撮影するのが容易ではありません。麻酔方法やマウスの取り扱い、本研究モデル
をより有意義に使用するにはどうすべきか、などについてディスカッションできればと思います。



合
同
研
究
会
の
感
想
と
展
望

　今
回
で
２
回
目
の
４
大
学

合
同
研
究
会
が
開
催
さ
れ
、

大
変
和
や
か
で
ま
た
実
り
多

い
研
究
会
で
し
た
。
北
陸
と

い
う
地
域
性
を
生
か
し
て
４
大
学
眼
科
が
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
も
っ
た
研
究
発
表
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
楽
し
く
、
ま
た
ほ
か
に
類
を
見
な
い
研
究
会
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
我
々
大
学
の
向
か
う
べ
き
方
向
性
は
、

社
会
貢
献
、
協
調
協
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　来
年
は
富
山
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
さ
ら
に

多
く
の
４
大
学
の
先
生
方
に
富
山
に
お
越
し
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

情報交換会にて挨拶をされる
佐々木洋主任教授

情報
交換会

北
陸
４
大
学
眼
科
合
同
研
究
会
の
意
義
を
問
う

　今
回
２
回
目
と
な
っ
た
「
北
陸
４
大
学
眼
科
合
同
研
究

会
」
で
あ
る
が
、
「
こ
の
忙
し
い
時
に
何
の
た
め
に
こ
の
よ

う
な
会
を
行
う
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
出
席
者
の
中
に
は
思

う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
や
、
互
い
の
大
学
の
最
新

の
研
究
を
聞
く
こ
と
は
面
白
い
し
、
も
し
か
し
た
ら
共
同

研
究
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
最
も
重
要
な
の

は
、
４
大
学
の
医
局
員
同
士
が
互
い
の
顔
と
名
前
を
一
致

さ
せ
、
仲
良
く
な
る
こ
と
だ
と
思
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
情
報

交
換
も
で
き
る
し
、
患
者
様
の
や
り
取
り
も
容
易
に
な

る
。
研
究
の
み
な
ら
ず
、
診
療
に
お
い
て
も
４
大
学
の
協
力

体
制
は
不
可
欠
だ
。
年
に
１
回
の
こ
の
機
会
が
大
学
間
の

壁
を
取
り
去
り
、
医
局
員
の
交

流
が
深
ま
る
こ
と
が
こ
の
会
の
意

義
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ

の
会
は
勿
論
、
各
大
学
主
催
の
集

談
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

親
睦
の
和
を
ひ
ろ
げ
よ
う
！

　今
回
の
福
井
大
学
か
ら
の

岩
崎
く
ん
の
演
題
は
、
緑
内

障
だ
け
れ
ど
も
緑
内
障
以
外

の
専
門
知
識
も
必
要
な
研
究

テ
ー
マ
を
発
表
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
発
表
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
情

報
交
換
会
で
他
領
域
の
先
生
か
ら
沢
山
の
御
意
見
を

い
た
だ
い
て
、
今
後
の
研
究
の
発
展
に
活
か
せ
る
ヒ

ン
ト
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
、
教
室
員

が
他
の
大
学
の
先
生
と
も
っ
と
交
流
を
持
っ
て
、
私

の
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
、
共
同
研
究
が
進
ん

で
い
た
ら
、
大
変
有
り
難
い
で
す
。
来
年
は
、
富
山

で
の
勉
強
会
、
期
待
し
て
い
ま
す
！

　今
回
、
第
２
回
北
陸
４
大
学
合
同
研
究
会
の
世
話

人
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
１
回
で
の

経
験
を
踏
ま
え
、
各
大
学
か
ら
若
手
の
研
究
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
、
研
究
の
発
展
に
繋
が
る
活
発
な
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
れ
ば
と
考
え
、
演
者
に
は
事

前
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
も
抄
録
に
入
れ
て
書
い
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
医
局
会
の
よ
う
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

雰
囲
気
の
会
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
第

１
回
と
同
様
、
教
授
陣
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
が
多
く
、

若
手
の
先
生
方
か
ら
の
質
問
や
コ
メ
ン
ト
は
あ
ま
り

出
ま
せ
ん
で
し
た
。
若
手
医

師
間
の
交
流
も
こ
の
会
の
大

き
な
目
的
な
の
で
、
次
回
の

富
山
で
の
研
究
会
で
は
活
発

な
討
論
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

金沢大学医薬保健学域
医学系視覚科学教授 杉山 和久富山大学医学薬学研究部

眼科学講座教授 林　 篤志
金沢医科大学眼科学講座
主任教授 佐々木 洋福井大学医学部

眼科学教室教授 稲谷 　大

金沢都ホテル4階「エメラルドA」に於いて、
第2回北陸4大学眼科合同研究会情報交換会
が開催されました。

北陸４大学
眼科合同研究会
第 2回

北陸４大学 眼科合同研究会第 2回 開催を終えて
P r o f e s s o r  C o m m e n tP r o f e s s o r  C o m m e n t
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DisCoVisc®
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CATARACT SURGERY

Centurion®

 VISION SYSTEM

承認番号：22600BZX00220000　　
販売名：白内障手術装置 CENTURION® VISION SYSTEM

CENTURION®現象：
上質な工学技術による優れた前房安定性†,1,2

CENTURION®独自のActive FluidicsTMテクノロジーが生み出す

● 術中眼内圧変動の低減1,2

● プロアクティブな調整による前房安定性の維持1,2

● 術者コントロール性の向上1,2

†As compared to the INFINITI® Vision System, bottle gravity system. 
1. Lorente R, Fanney D, Injev V, Sharif-Kashani P. Quantification of occlusion break surge in peristaltic-based 
phacoemulsification systems. ASCRS-ASOA Symposium and Congress; April 25-29, 2014; Boston, USA.
2. Nicoli M, Miller K, Dimalanta R, Loke D; Jules Stein Eye Institute, UCLA. IOP Stability Measurement and Comparison 
Between Gravity-Fed and Actively Controlled Phacoemulsification Systems. 2014.

細部へのこだわりに裏打ちされた性能

PERFORMANCE
IN EVERY DETAIL

アルコン営業担当者へデモをご用命頂き、CENTURION®現象をご体験下さい。

デュアル ― セグメント ポンプ テクノロジー

＋ 正確な流体コントロール
＋ 脈動の低減
＋ 迅速な吸引圧の立ち上がり
＋ 多才なパフォーマンス



金沢大学眼科学の杉山和久教授は、緑内障の権威。
杉山教授以下、緑内障が専門の三人の先生方に
大学病院、地域の総合病院、開業医それぞれの立場から、
最近の研究や臨床の現状などについて話し合っていただきました。

大学医局最前線
金沢大学医薬保健学域医学系視覚科学（眼科）

病診連携をさらに密にして
緑内障の若手医師を
育てたい。

金
沢
大
学
附
属
病
院
は
、

緑
内
障
の
メ
ッ
カ

杉
山
●
私
は
、
金
沢
大
学
に
着
任
し
た
当
時
か
ら

緑
内
障
の
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容

を
関
係
の
学
会
で
報
告
し
た
り
、
２
０
１
２
年
に

緑
内
障
学
会
を
金
沢
で
開
い
た
の
を
は
じ
め
視
野

学
会
も
金
沢
で
実
施
す
る
な
ど
、
緑
内
障
の
研
究

に
関
し
て
金
沢
大
学
は
全
国
的
に
認
め
ら
れ
る
ま

で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
今
ど
ん
な
こ
と

に
興
味
を
も
ち
、
診
療
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
か
？

新
田
●
福
井
県
済
生
会
病
院
に
勤
務
し
て
20
年

に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
緑
内
障
の
患
者
さ
ん
を

ず
っ
と
診
て
き
て
、
多
く
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、

臨
床
研
究
に
生
か
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
２
年

か
ら
は
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
で
、
眼
底
写
真
な
ど

電
子
デ
ー
タ
を
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
、
知
見
を
得
て

い
ま
す
。
最
近
は
、
非
侵
襲
的
な
Ｏ
Ｃ
Ｔ
ア
ン
ギ

オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
使
っ
て
、
網
膜
神
経
線
維
層
の

毛
細
血
管
が
緑
内
障
で
い
か
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

る
か
研
究
し
て
い
ま
す
。
私
は
勤
務
医
な
の
で
、

緑
内
障
が
ど
ん
な
速
度
で
進
行
す
る
か
進
行
を
予

測
す
る
モ
デ
ル
を
構
築
で
き
れ
ば
、
緑
内
障
患
者

の
管
理
に
有
用
と
考
え
研
究
し
て
い
ま
す
。
欧
米

で
は
正
常
眼
圧
緑
内
障
の
理
解
が
進
ん
で
い
な
い

の
で
、
当
院
の
長
期
デ
ー
タ
を
海
外
と
コ
ラ
ボ
し

て
患
者
ご
と
の
管
理
方
法（
視
野
検
査
や
画
像
解

析
な
ど
の
頻
度
）の
研
究
な
ど
に
生
か
し
た
い
。

杉
山
●
東
出
先
生
は
、
も
と
も
と
網
膜
が
専
門
で

す
が
、
私
が
赴
任
し
て
か
ら
緑
内
障
も
研
究
さ
れ

て
い
ま
す
。
網
膜
と
緑
内
障
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

し
て
最
近
の
興
味
あ
る
研
究
に
つ
い
て
き
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

東
出
●
私
は
、
硝
子
体
手
術
を
数
多
く
経
験
し
て

き
ま
し
た
。
硝
子
体
手
術
に
よ
る
緑
内
障
の
視
野

の
影
響
は
報
告
例
が
少
な
く
、
解
析
も
進
ん
で
い

金沢大学附属病院眼科

杉山 和久 教授

FRONT LINE



ま
せ
ん
。
私
は
黄
斑
疾
患
、
つ
ま
り
黄
斑
上
膜
、

黄
斑
円
孔
に
対
す
る
硝
子
体
手
術
が
緑
内
障
の

視
野
に
与
え
る
影
響
を
解
析
す
る
研
究
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
解
析
の
結
果
、
手
術
に
よ
っ
て
と

く
に
黄
斑
の
中
心
10
度
の
視
野
が
悪
化
す
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
術
前
か
ら
中
心
10
度

の
視
野
が
悪
い
症
例
は
、
手
術
適
応
の
時
、
患

者
さ
ん
へ
の
説
明
に
留
意
す
べ
き
で
す
。
特
に
ど

う
い
う
症
例
で
視
野
が
悪
化
し
や
す
い
か
、
術
前

の
視
野
ま
た
は
網
膜
の
形
態
か
ら
そ
れ
を
予
測
で

き
な
い
か
、
症
例
を
蓄
積
し
て
長
期
の
経
過
を
見

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
久
保
●
私
は
大
学
病
院
時
代
か
ら
、
通
常
の

視
野
検
査
で
異
常
が
で
る
前
の
プ
レ
ペ
リ
メ
ト

リ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
コ
ー
マ
の
症
例
の
経
過
を
数
多

く
、
視
野
と
Ｏ
Ｃ
Ｔ
の
両
方
で
長
期
間
診
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
大
学
病
院
で
は
な
か
な
か
初
期

の
症
例
を
新
た
に
診
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
よ
り
多
く
の
初
期
の
症

例
を
見
つ
け
出
し
、
研
究
に
い
か
し
、
多
く
の
患

者
さ
ん
に
還
元
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

杉
山
●
大
久
保
先
生
は
、
視
野
学
会
で
も
頑

張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
は
国
際
視
野
学
会
の

会
長
、
日
本
視
野
学
会
の
会
長
が
大
久
保
先
生
。

２
０
１
８
年
5
月
に
、
金
沢
で
両
学
会
が
同
時

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

緑
内
障
を
専
門
と
す
る

若
い
医
師
を
育
成

杉
山
●
金
沢
大
学
附
属
病
院
は
、
病
診
連
携
が

う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
同
門
の
先
生

方
は
も
ち
ろ
ん
、
同
門
以
外
の
先
生
方
か
ら
も
た

く
さ
ん
紹
介
を
受
け
て
い
ま
す
。
北
陸
新
幹
線
の

開
業
で
長
野
県
や
首
都
圏
、
関
西
か
ら
も
患
者

さ
ん
が
来
ら
れ
ま
す
。
金
沢
大
学
附
属
病
院
で

は
、
緑
内
障
手
術
を
年
間
約
３
６
０
件
行
っ
て
い

ま
す
。
朝
日
新
聞
の
発
表
に
よ
る
と
、
こ
の
数
字

は
全
国
2
位
だ
そ
う
で
す
。

東
出
●
日
ご
ろ
か
ら
た
く
さ
ん
の
症
例
を
ご
紹

介
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
内
訳
を
み
る
と
、
手
術

適
応
の
患
者
さ
ん
が
多
い
の
が
特
徴
で
、
眼
圧
が

高
く
て
す
ぐ
に
で
も
手
術
を
し
な
い
と
い
け
な
い

症
例
も
あ
り
ま
す
が
、
な
か
に
は
、
眼
圧
が
診
療

時
間
中
に
は
高
く
な
い
の
に
視
野
が
進
行
す
る
症

例
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症
例
で
は
土
、
日

の
二
日
連
続
で
眼
圧
日
内
変
動
を
測
定
し
、
夜

間
の
眼
圧
上
昇
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
手
術
適
応

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

新
田
●
私
が
勤
務
す
る
病
院
で
も
、
手
術
を
希

望
す
る
患
者
さ
ん
を
多
数
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
長
期
に
診
て
い
く
と
眼
圧
が
一
見
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
て
も
、
進
行
す
る
ケ
ー
ス
が

結
構
あ
り
ま
す
。
継
続
受
診
い
た
だ
く
た
め
に
、

実
際
の
診
療
デ
ー
タ
を
直
接
、
患
者
さ
ん
に
見

て
い
た
だ
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
私
は
、
ス
テ
レ

オ
眼
底
カ
メ
ラ
で
撮
っ
た
乳
頭
の
画
像
で
乳
頭
出

血
が
あ
っ
た
ら
見
せ
る
と
か
、
Ｏ
Ｃ
Ｔ
の
Ｇ
Ｃ
Ｃ

タ
イ
ム
ラ
プ
ス
動
画
を
作
製
で
き
る
よ
う
に
し
、

進
行
の
様
子
を
わ
か
り
や
す
く
見
せ
る
こ
と
が
で

き
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

大
久
保
●
緑
内
障
は
、
継
続
的
に
診
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
継
続
し
て
い
く
中
で
手

術
が
必
要
な
症
例
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
実
際
に

は
手
術
の
割
合
は
そ
ん
な
に
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
開
業
医
は
、
眼
圧
、
視
野
、
Ｏ
Ｃ
Ｔ
を
見

な
が
ら
、
手
術
が
必
要
な
患
者
さ
ん
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
逃
さ
ず
紹
介
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
継
続

的
に
み
て
い
く
に
は
、
検
査
結
果
を
十
分
に
説
明

し
、
検
査
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
わ
か
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。

杉
山
●
緑
内
障
の
分
野
は
、
多
く
の
患
者
さ
ん
を

紹
介
、
逆
紹
介
で
き
る
病
診
連
携
が
重
要
で
す
。

今
後
も
密
に
し
て
い
く
た
め
に
、
北
陸
三
県
の
先

生
方
に
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
田
●
緑
内
障
の
手
術
は
よ
り
安
全
性
と
確
実
性

が
向
上
し
て
き
て
い
ま
す
。
手
術
が
必
要
な
患
者

さ
ん
を
是
非
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
久
保
●
先
生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

と
て
も
大
事
で
す
。

と
く
に
、
紹
介
先
の

病
院
の
先
生
方
と
顔

の
見
え
る
関
係
を
築

け
る
よ
う
に
、
集
談

会
や
症
例
検
討
会
な

ど
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り

た
い
。
金
沢
に
は
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
で

緑
内
障
健
診
を
立
ち

上
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

緑
内
障
診
療
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が

る
の
で
さ
ら
に
広
げ

て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

東
出
●
大
学
病
院
に

長
く
勤
務
し
て
思
う

の
は
、
若
い
先
生
が

今
後
の
緑
内
障
研
究
を
支
え
る
力
に
な
っ
て
い
っ

て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
世
代
交
代
で
は
な

い
で
す
が
、
若
い
緑
内
障
の
専
門
医
を
い
か
に
育

て
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
特
定
の
施
設
で
し
か

緑
内
障
の
手
術
は
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
こ

に
い
る
先
生
が
高
齢
化
す
る
と
将
来
が
不
安
で

す
。
若
い
先
生
に
緑
内
障
の
専
門
家
に
な
っ
て
も

ら
っ
て
研
究
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

杉
山
●
眼
科
領
域
で
は
、
全
国
的
に
緑
内
障
が
専

門
の
若
い
先
生
が
少
な
い
。
緑
内
障
の
学
問
的
な

面
白
さ
、
診
療
の
や
り
が
い
を
若
い
人
た
ち
に
伝

え
て
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
。
緑
内
障
は
患
者
さ

ん
が
多
い
の
で
、
北
陸
三
県
だ
け
で
は
な
く
、
全

国
的
に
若
い
人
た
ち
を
育
成
す
る
の
は
責
務
だ
と

思
い
ま
す
。

金沢大学附属病院眼科

東出 朋巳 病院臨床教授

福井県済生会病院眼科

新田 耕治 眼科部長

おおくぼ眼科クリニック

大久保 真司 院長
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藤田 和也 助教（左）

斜視弱視、小児眼科

三原 美晴 医師（右）

最
新
の
検
査
、
治
療
か
ら
病
態
解
明

藤
田
●
斜
視
弱
視
、
小
児
眼
科
領
域
の
最
新
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
は
、
ま
ず
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素

「
ボ
ト
ッ
ク
ス
」の
斜
視
治
療
の
応
用
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
主
に
眼
瞼
に
使
用
さ
れ
て
い

た
薬
で
す
が
、昨
年
か
ら
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、

斜
視
の
治
療
に
も
保
険
適
用
と
な
り
ま
し
た
。
眼

鏡
、
手
術
に
加
え
て
、
注
射
と
い
う
外
来
で
で
き

る
治
療
が
新
た
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
今
後
、
患
者

さ
ん
の
選
択
肢
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

三
原
●
ボ
ト
ッ
ク
ス
は
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
な

ど
で
耳
に
す
る
言
葉
か
と
思
い
ま
す
が
、
眼
輪
筋

に
注
射
を
し
て
、
筋
肉
の
収
縮
を
抑
え
る
こ
と
で

笑
い
ジ
ワ
が
出
来
な
い
よ
う
に
す
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
働
き
を
斜
視
に
も
応
用
し
、
た
と
え

ば
外
転
神
経
麻
痺
に
よ
る
内
斜
視
で
あ
れ
ば
、
内

直
筋
に
ボ
ト
ッ
ク
ス
を
注
射
し
、
内
転
を
弱
く
し

て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
方
法
で
治
療
し
ま
す
。
欧
米

で
は
か
な
り
以
前
か
ら
普
及
し
て
お
り
、
今
後
日

本
で
も
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

藤
田
●
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
弱
視
治
療
も

効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
弱
視
は
、
眼
鏡
の
使
用

と
ア
イ
パ
ッ
チ
が
基
本
で
す
が
、
た
と
え
ば
小
さ

な
お
子
さ
ん
は
た
だ
眼
鏡
を
か
け
る
だ
け
で
は
な

く
、
ど
う
や
っ
て
視
刺
激
を
与
え
る
か
、
よ
り
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
刺
激
方
法
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
使
っ
て
訓
練
し
て
い
ま
す
。
興
味
と
い

う
意
味
で
は
、
本
よ
り
有
効
だ
と
感
じ
ま
す
。

三
原
●
専
用
ア
プ
リ
を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
感
覚
で
取

り
組
め
る
な
ど
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
多
い
の
で

飽
き
ず
に
楽
し
め
ま
す
。
現
代
の
子
ど
も
た
ち
に

向
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア
プ
リ
で
点
数

重大な疾患の芽を摘みとり、
弱視をつくらない医療をめざす。
眼科領域のなかで比較的、特殊な疾患を扱う小児眼科、
斜視弱視の分野は近年、アイトラッカー（視線追跡装置）や
タブレットなど新たな診療機器などによる治療が進んでいます。
診療の現状と最新情報などについて
二人の専門医に語っていただきました。



や
コ
イ
ン
を
た
く
さ
ん
取
る
と
頑
張
っ
た
証
し
に

も
な
る
の
で
、
弱
視
の
治
療
と
し
て
今
後
さ
ら
に

利
用
は
進
む
と
思
い
ま
す
。

藤
田
●
新
た
な
検
査
法
で
は
、
当
院
で
は
小
児
の

網
膜
電
位
計
測
に「
レ
チ
バ
ル
」を
使
用
し
て
い
ま

す
。
網
膜
電
位
計
測
は
、
網
膜
の
機
能
に
異
常
が

な
い
か
ど
う
か
を
検
査
す
る
も
の
で
す
。
検
査
自

体
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
レ
チ

バ
ル
に
よ
っ
て
眼
球
に
麻
酔
を
し
な
い
で
網
膜
電

位
を
測
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
小
児
で
も
検
査

が
よ
り
簡
便
に
な
り
ま
し
た
。

三
原
●
学
校
で
10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
必
須
の
検

査
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た「
色
覚
検
査
」が
復
活

し
た
こ
と
も
新
た
な
動
き
で
す
。
色
覚
異
常
は
完

治
は
望
め
な
い
疾
患
で
す
が
、
色
覚
異
常
が
あ
る

の
を
知
ら
ず
に
大
人
に
な
っ
て
、
中
に
は
職
業
選

択
が
左
右
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
人
生
を

前
向
き
に
生
き
る
意
味
で
も「
知
っ
て
」お
く
こ

と
が
大
事
な
の
で
、
今
後
、
検
査
の
た
め
に
外
来

に
来
ら
れ
る
お
子
さ
ん
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

藤
田
●
一
方
で
、
ア
イ
ト
ラ
ッ
カ
ー（
視
線
追
跡

装
置
）を
用
い
た
眼
球
運
動
速
度
の
解
析
、
視
線

軌
跡
の
解
析
を
行
っ
て
、
斜
視
・
眼
球
運
動
障
害

疾
患
の
病
態
解
明
と
早
期
診
断
も
進
め
て
い
ま

す
。
対
象
疾
患
は
外
眼
筋
に
異
常
が
疑
わ
れ
る
斜

視
、
甲
状
腺
眼
症
、
重
症
筋
無
力
症
、
外
眼
筋

炎
な
ど
で
す
。

三
原
●
非
侵
襲
的
検
査
で
、
小
学
生
以
上
で
あ
れ

ば
測
定
で
き
ま
す
。
治
療
と
い
う
よ
り
、
病
態
解

明
に
つ
な
が
る
臨
床
研
究
な
の
で
結
果
は
未
知
数

で
す
が
、
面
白
さ
、
手
ご
た
え
は
十
分
感
じ
て
い

ま
す
。

成
人
の
複
視
、
小
児
の
斜
視
を
見
逃
さ
な
い

藤
田
●
診
療
面
で
は
最
近
、
再
手
術
が
必
要
と

な
る
症
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
目
立
つ
の
が
、
幼

少
期
に
斜
視
の
手
術
を
受
け
た
患
者
さ
ん
が
、

大
人
に
な
っ
て
再
手
術
す
る
場
合
で
す
。
た
と
え

ば
3
歳
ご
ろ
に
内
斜
視
の
手
術
を
受
け
て
30
歳

で
再
発
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
は
、
27
年
前
に
な

る
の
で
そ
の
頃
の
情
報
、
記
録
が
全
く
分
か
り
ま

せ
ん
。
何
か
ヒ
ン
ト
に
な
る
も
の
を
探
し
て
あ
ら

ゆ
る
技
術
を
駆
使
し
て
手
術
を
行
い
ま
す
が
、
か

な
り
大
変
で
す
。
年
数
と
共
に
、
昔
の
手
術
箇

所
が
癒
着
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
当
科
の
治
療
成
績
は
良
好
で
す
。

三
原
●
同
じ
再
手
術
で
も
、
甲
状
腺
亢
進
症
に

よ
る
眼
症
発
症
や
重
症
筋
無
力
症
、
脳
腫
瘍
な

ど
、
他
に
合
併
症
が
あ
る
場
合
の
治
療
は
さ
ら

に
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
り
ま
す
。
一
度
、
手
術
し

た
筋
肉
を
再
度
、
触
る
の
は
こ
れ
ま
で
敬
遠
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
最
近
は
原
因
と
さ
れ
る
筋
肉
を

き
ち
ん
と
直
す
こ
と
で
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）が

向
上
す
る
の
で
あ
れ
ば
む
し
ろ
積
極
的
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
当
院

は
、
他
科
と
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
と
り
や
す
い

の
で
、
大
学
病
院
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
手
術

が
で
き
る
の
が
大
き
な
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。

藤
田
●
他
科
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
成
人
の
複
視

も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
眼
科
の
病
気
は
、
基
本
的
に

死
に
つ
な
が
る
疾
患
は
少
な
い
で
す
が
、
重
症
な

脳
疾
患
か
ら
複
視
が
分
か
る
場
合
は
要
注
意
で

す
。
た
と
え
ば
大
人
に
な
っ
て
斜
視
と
複
視
が
出

て
い
る
患
者
さ
ん
に
、
念
の
た
め
に
Ｃ
Ｔ
を
撮
っ

た
ら
、
脳
に
動
脈
瘤
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

ケ
ー
ス
で
す
。
脳
神
経
外
科
で
す
ぐ
に
手
術
し
ま

し
た
が
、
成
人
の
急
に
出
て
く
る
複
視
は
頭
部
疾

患
の
可
能
性
が
十
分
あ
り
得
ま
す
。
そ
の
場
合

は
頭
部
検
査
が
で
き
る
病
院
で
検
査
、
治
療
し

た
ほ
う
が
い
い
で
す
し
、
重
症
筋
無
力
症
や
甲
状

腺
亢
進
症
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
内
科
的
な
治

療
が
メ
イ
ン
に
な
り
ま
す
。
必
ず
し
も
高
齢
者
と

は
限
ら
ず
、
脳
腫
瘍
や
重
症
筋
無
力
症
は
、
小

児
で
も
発
症
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
全
身
的
な

評
価
が
で
き
る
病
院
で
診
て
も
ら
う
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

三
原
●
小
児
の
斜
視
も
同
様
で
す
。
通
常
は
、

乳
児
健
診
な
ど
で
分
か
る
は
ず
の
斜
視
が
、
3

歳
児
に
な
る
ま
で
放
置
す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ

ま
す
。
小
児
の
斜
視
に
は
先
天
性
白
内
障
と
か
、

脳
腫
瘍
、
網
膜
芽
細
胞
腫
な
ど
重
大
な
疾
患
が

潜
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
視
力
・
両
眼
視

機
能
の
発
達
、
小
児
の
社
会
性
に
も
影
響
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
乳
児
内
斜
視
な
ど
は
3
歳
ま
で
待

つ
こ
と
な
く
早
い
段
階
か
ら
治
療
し
た
方
が
い
い

の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
弱
視
は
3
歳
か
ら
始

め
る
の
と
8
歳
か
ら
で
は
視
力
の
伸
び
が
全
然

違
い
ま
す
。
土
台
が
弱
い
家
に
屋
根
瓦
を
ど
ん
ど

ん
積
み
上
げ
て
も
崩
れ
落
ち
る
の
と
同
じ
で
、
小

さ
い
う
ち
に
土
台
を
し
っ
か
り
つ
く
り
あ
げ
る
こ

と
が
大
事
。
小
児
眼
科
は
、
究
極
的
に
弱
視
を

つ
く
ら
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
れ
に
は
お
子

さ
ん
が
持
っ
て
い
る
視
機
能
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

最
大
限
に
引
き
出
す
ア
シ
ス
ト
を
す
る
こ
と
。
視

機
能
の
発
達
時
期
は
、
限
ら
れ
た
時
間
し
か
な
い

の
で
今
後
と
も
、
開
業
医
の
先
生
方
、
小
児
科

の
先
生
方
が「
お
か
し
い
」と
思
わ
れ
た
ら
ぜ
ひ
、

ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

藤田 和也
ふじた・かずや

三原 美晴
みはら・みはる

2002 年	 富山医科薬科大学医学部医学科卒業
	 同大学眼科学入局
2003 年	 済生会富山病院
2004 年	 富山大学附属病院助手
2007 年	 富山大学附属病院眼科
	 斜視・弱視外来担当

2008 年 3 月	 富山大学医学部卒
2008 年 4 月	 初期研修（富山大学附属病院、
	 済生会高岡病院）
2010 年 4 月	 富山大学眼科医局入局、
	 富山大学附属病院で勤務
2011 年 4 月	 新潟県上越総合病院眼科勤務
2013 年 4 月	 富山大学附属病院眼科勤務
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―
施
設
眼
科
ス
タ
ッ
フ
紹
介

　

福
井
大
学
医
学
部
眼
科
学
教
室
に
は
稲
谷
大
教

授
、
高
村
佳
弘
准
教
授
、
助
教
５
名
、
大
学
院
生

４
名
、
医
員
４
名
が
常
勤
勤
務
者
と
し
て
在
籍
し

て
い
ま
す
。
平
均
年
齢
は
35
歳
と
若
々
し
い
雰
囲

気
の
教
室
で
す（
写
真
１
）。
視
能
訓
練
士
５
名
、

研
究
補
助
員
１
名
、
秘
書
３
名
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

―
外
来
数
、
手
術
数
な
ど

　

外
来
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
午
後
が
あ

り
、
１
日
平
均
80
名
程
度
が
受
診
し
、
中
央
手
術

室
で
行
う
手
術
は
年
間
約
１
，
３
０
０
件
で
す
。

―
来
院
す
る
患
者
の
特
徴

　

福
井
県
で
は
地
理
的
に
中
央
か
ら
北
を
嶺
北
、

南
を
嶺
南
と
呼
び
ま
す
。
患
者
さ
ん
は
福
井
県
全

域
か
ら
紹
介
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
大
学
病

院
が
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
か
ら
近
い
と
い
う
利

便
性
も
あ
っ
て
特
に
嶺
南
の
遠
方
か
ら
の
紹
介
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
白
内
障
や
眼
瞼
疾
患
、
網

膜
剥
離
と
い
っ
た
一
般
的
な
眼
疾
患
の
他
に
難
治

性
の
緑
内
障
・
糖
尿
病
網
膜
症
の
患
者
さ
ん
を
多

く
紹
介
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

―
特
に
重
点
を
お
い
て
い
る
診
断
・
治
療

　

当
科
が
特
に
力
を
い
れ
て
い
る
疾
患
は
緑
内
障

と
糖
尿
病
網
膜
症
で
す
。
緑
内
障
は
日
本
人
の
失

明
原
因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
る
病
気
で
あ
り
、
ト
ラ

ベ
ク
レ
ク
ト
ミ
ー
が
効
か
な
い
難
治
性
の
症
例
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
症
例
に
お
い
て
は
バ
ル

ベ
ル
ト
緑
内
障
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
用
い
た
チ
ュ
ー

ブ
シ
ャ
ン
ト
手
術
を
施
行
し
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
チ
ュ
ー
ブ
の
被
覆
に
保
存
強
膜
を
使
用
し
て

安
全
性
を
よ
り
高
い
も
の
と
し
、
そ
の
症
例
数
は

〒910-1193 福井県吉田郡永平寺町松岡下合月23-3
TEL.0776-61-3111

写真1　スタッフを集めての全体写真

福井大学医学部附属病院

北陸4大学の大学間連携がますます進んでいる。
今回は福井大学医学部眼科学教室に現在の診療状況についてお聞きした。
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大学紹介



―
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
記
念
す
べ
き
事
柄

　

昨
年
度
、
福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
新

病
棟
が
建
ち
ま
し
た（
写
真
４
）。
外
来
か
ら
は
遠

く
な
り
ま
し
た
が
、
光
線
力
学
的
治
療
が
で
き
る

レ
ー
ザ
ー
室
や
視
力
な
ど
の
検
査
室
を
病
棟
に
新

設
し
た
こ
と
で
、
む
し
ろ
入
院
患
者
さ
ん
の
移
動

の
負
担
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
や
は
り

広
々
と
し
た
新
し
い
病
棟
は
日
常
診
療
を
す
る
上

で
も
気
持
ち
の
よ
い
も
の
で
す
。
現
在
は
外
来
に

お
い
て
病
院
全
体
の
大
掛
か
り
な
リ
フ
ォ
ー
ム
が

着
工
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
は
膨
大
な
数
の
症

例
か
ら
得
た
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
論
文
が
多
く
世

に
出
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
が
単
施
設
研
究
で
対

抗
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
、
と
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
最
近 

当
教
室
で
は
他
大
学
と
の
共
同
研
究
が
盛
ん
と

な
っ
て
い
ま
す
。
緑
内
障
、
糖
尿
病
網
膜
症
の
研

究
領
域
に
お
い
て
、
様
々
な
前
向
き
調
査
を
国
内

の
み
な
ら
ず
国
外
の
学
術
機
関
と
連
携
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
教
室
の
瀧
原
先
生
は
ミ
ト
コ
ン

ド
リ
ア
を
標
的
と
し
て
生
体
内
で
の
軸
索
の
動
態

を
世
界
で
初
め
て
解
析
し
た
研
究（
写
真
５
）が
認

め
ら
れ
て
、
緑
内
障
研
究
者
の
登
竜
門
で
あ
る
須

田
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
へ
留
学
し
、
更
に
研
究
の
幅
を
広
げ
て
い

ま
す
。
当
教
室
の
若
い
先
生
も
独
自
に
研
究
に
関

心
を
持
ち
、
論
文
作
成
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す（
写
真
６
）。
今
年
度
で
当
教
室
の
助
教
以

上
の
男
性
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
、
科
学
研
究
費
を
獲

得
し
ま
し
た
。
今
後
も
新
し
い
研
究
課
題
に
真
摯

に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
世
界
に
発
信
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
随
一
の
多
さ
と
な
っ
て
い
ま
す（
写
真

２
）。
現
在
、
そ
の
臨
床
成
績
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
応
用
し

た
評
価
な
ど
に
つ
い
て
、
複
数
の
前
向
き
臨
床
試

験
を
進
め
て
い
ま
す
。
薬
剤
で
は
世
界
初
の
Ｒ
Ｏ

Ｃ
Ｋ
阻
害
剤
で
、そ
の
開
発
に
稲
谷
教
授
も
携
わ
っ

た
グ
ラ
ナ
テ
ッ
ク
が
緑
内
障
点
眼
治
療
薬
の
一
つ

に
加
わ
り
ま
し
た
。
基
礎
研
究
で
は
、
網
膜
神
経

節
細
胞
の
軸
索
輸
送
評
価
に
よ
る
緑
内
障
早
期
発

見
を
目
指
し
た
研
究
、
再
生
医
学
の
臨
床
応
用
を

目
指
し
た
緑
内
障
手
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

糖
尿
病
網
膜
症
に
お
い
て
は
、
広
角
眼
底
観
察

シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
25
な
い
し
は
27
ゲ
ー
ジ
の
小

切
開
硝
子
体
手
術
を
行
っ
て
お
り
、
増
殖
性
変
化

の
強
い
症
例
に
対
し
て
も
十
分
な
視
力
回
復
が
望

め
ま
す
。
糖
尿
病
黄
斑
浮
腫
に
対
し
て
は
一
般
的

に
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
薬
が
第
一
選
択
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
頻
回
投
与
が
患
者
さ
ん
に
及
ぼ
す
負
担
、
医

療
経
済
の
面
で
の
負
担
の
増
大
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
の
供
給
源
で
あ
る
無
灌
流
領

域
に
選
択
的
に
網
膜
光
凝
固
を
行
う
こ
と
で
再
発

を
抑
制
で
き
る
こ
と
を
見
い
出
し
、
こ
の
報
告
は

Ｉ
Ｏ
Ｖ
Ｓ
に
お
い
て
年
間
で
最
も
読
ま
れ
た
論
文

の
ベ
ス
ト
10
に
入
り
ま
し
た（
写
真
３
）。
光
凝
固

が
も
た
ら
す
炎
症
で
黄
斑
浮
腫
が
悪
化
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
現
在
は
ス
テ
ロ
イ
ド
で
あ
る
マ

キ
ュ
エ
イ
ド
を
テ
ノ
ン
嚢
下
に
前
投
与
し
た
上
で

光
凝
固
を
行
い
、
虚
血
を
抑
制
す
る
下
地
を
作
っ

て
か
ら
、
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
治
療
を
施
行
し
、
良
好
な

成
績
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。

　

当
教
室
は
医
局
員
が
そ
れ
ぞ
れ
専
門
性
を
高
め

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
緑
内
障
、
糖
尿
病

眼
合
併
症
の
他
に
も
斜
視
弱
視
、
黄
斑
疾
患
、
眼

瞼
、
眼
循
環
と
い
っ
た
専
門
外
来
を
開
設
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
特
化
し
た
医
療
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

写真2	 保存強膜を用いたバルベルト手術の
	 術中写真。

写真5	 ミトコンドリアを標識した軸索流の生体内に
	 おける観察。(原著論文より抜粋)

写真6	 ARVOでの一コマ。
	 福井大学からは過去最高の9名での参加となりました。

写真4	 新病棟の外観。 写真3	 PRPの既往があっても虚血領域(赤線)が残っていると
	 黄斑浮腫は再発しやすくなります。(原著論文より抜粋)

高村 佳弘
たかむら・よしひろ

福井大学医学部眼科学教室
副科長・准教授



■
眼
科
を
選
択
し
た
き
っ
か
け

　

眼
科
は
小
さ
い
時
か
ら
身
近
な
存
在
で
、

医
者
に
な
る
と
い
う
夢
を
も
た
せ
て
く
れ
た
科

で
も
あ
り
ま
し
た
。
医
学
部
で
勉
強
を
し
た
り

研
修
で
様
々
な
科
を
ま
わ
っ
た
り
す
る
間
に
他

の
科
と
も
迷
い
ま
し
た
が
、
眼
の
緻
密
で
高
性

能
な
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
眼
科
を
専
攻
す
る

こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

■
今
特
に
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
、
今
後
の
目
標

　

正
確
に
所
見
を
と
り
、
鑑
別
疾
患
を
考
え
な

が
ら
診
察
を
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
先
生
方

に
は
迷
惑
を
か
け
て
ば
か
り
で
す
が
、
1
日
で

も
は
や
く
一
人
前
に
な
っ
て
、
責
任
を
持
っ
て
診

断
・
治
療
を
で
き
る
よ
う
に
日
々
頑
張
り
ま
す
。

■
眼
科
を
選
択
し
た
き
っ
か
け

　

大
学
5
年
生
の
学
生
実
習
の
際
に
、
細
隙
灯

顕
微
鏡
で
初
め
て
見
た
角
膜
お
よ
び
水
晶
体
、

ま
た
眼
底
検
査
や
硝
子
体
手
術
で
の
網
膜
硝
子

体
の
美
し
さ
に
惹
か
れ
て
眼
科
を
志
す
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
2
年
間
の
初
期
研
修
を
終
え
て

も
な
お
そ
の
思
い
は
変
わ
ら
ず
、
眼
科
入
局
へ

の
決
意
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

■
研
修
内
容
・
今
後
に
つ
い
て

　

外
来
や
病
棟
で
の
診
察
や
処
置
の
中
で
困
っ

た
と
き
に
は
周
り
の
先
生
方
に
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
り
、
眼
科
医
と
し
て
の
考
え
方
を
ご

教
授
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
と

て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
眼
は
小
さ
い
な
が

ら
も
、
眼
科
学
は
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
面
白
く
、

ま
た
眼
科
の
検
査
・
手
術
機
器
は
日
々
進
歩
し

て
い
る
よ
う
で
、
興
味
を
も
っ
て
日
常
の
診
療

に
当
た
れ
る
こ
と
を
大
変
恵
ま
れ
た
こ
と
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
眼
科
医
と
し
て
の
研
鑽
を

積
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

金沢大学眼科

金沢大学眼科

諸角聡美
もろかど・さとみ

西野　翼
にしの・つばさ

若 現の手 場から医師 明日の眼科医を目指して日夜がんばっている
研修医のみなさんを紹介しています。

眼
の
緻
密
で
高
性
能
な
と
こ
ろ

に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た

角
膜
・
網
膜
硝
子
体
の

美
し
さ
に
惹
か
れ
て

　2016年4月より、杉山教授のご尽力によって、視
能訓練士が10人体制となりました。1年目から10年
目まで、様々な経験年数の視能訓練士が勤務していま
すので、チームワークや信頼関係の大切さを改めて
実感しております。「報告、連絡、相談(ほうれんそう)」
の徹底、患者さんに誠実であること、独りよがりの検
査にならないことなど、常に意識しておくことが全員
に共通して重要なことだと考えています。
　ある講習会の資料で「新人はベテランが化石に見え、
ベテランは新人が宇宙人に見える」という一文がありま
した。私も経験年数が増してくると、とうとう化石に
なったかとショックを受けました。でも、「コミュニケー
ションと的確な指示」の質を上げることで化石と宇宙人
の距離は縮まるのではないかと毎年感じています。ま
た、私自身は知識や技術を化石とさせないように伝え
ていければと考えています。これからも、視能訓練士
一同、日々の臨床に真摯に取り組んでまいりますので、
ご指導のほどよろしくお願い申し上げます。

視能訓練士活動紹介
金沢 金沢大学眼科

宇田川さち子
うだがわ　   さちこ

金沢大学 眼科 視能訓練士



■
眼
科
を
選
択
し
た
き
っ
か
け

　

富
山
大
学
の
眼
科
の
先
生
は
優
し
い
方
ば
か
り

で
、
林
教
授
は
い
つ
も
快
活
に
笑
っ
て
い
て
医
局
の

雰
囲
気
が
良
く
、
こ
こ
で
な
ら
毎
日
楽
し
く
仕
事
が

で
き
る
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

■
現
在
の
研
修
内
容

　

外
来
で
は
診
察
と
Ｐ
Ｒ
Ｐ
な
ど
の
レ
ー
ザ
ー
、

病
棟
業
務
、
手
術
は
助
手
と
執
刀
の
両
方
を
し
て

い
ま
す
。
先
生
方
の
と
て
も
熱
心
な
ご
指
導
の
お

蔭
で
、
白
内
障
手
術
は
20
例
ほ
ど
完
投
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
簡
単
な
症
例
だ
け
で
な
く
様
々

な
症
例
を
執
刀
し
、
日
々
自
分
が
成
長
で
き
て
い

る
の
を
感
じ
ま
す
。
お
願
い
す
れ
ば
何
で
も
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
環
境
で
、
眼
球
内
容
除
去
や
内
反

症
手
術
、
挙
筋
短
縮
術
ま
で
も
執
刀
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
眼
科
手
術
の
完
全
な
虜
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
眼
科
医
と
し
て
の
目
標

　

病
気
が
治
っ
た
こ
と
を
患
者
と
一
緒
に
喜
び
あ

う
瞬
間
が
と
て
も
う
れ
し
く
、
毎
日
が
楽
し
く
て

仕
方
な
い
で
す
。
知
識
は
も
ち
ろ
ん
、
手
術
の
腕

も
磨
い
て
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
、
臨
床
力
を

つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
先
生
方
が
論
文
を

執
筆
し
て
海
外
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
を
み
る
と
、
立
派
なscientist

に
も
な
り
た
い

と
夢
が
膨
ら
む
ば
か
り
で
す
。

富山大学眼科

阿部慎也
あべ・しんや

若 現の手 場から医師 明日の眼科医を目指して日夜がんばっている
研修医のみなさんを紹介しています。

病
気
が
治
っ
て
患
者
と

一
緒
に
喜
び
あ
う
瞬
間
が

と
て
も
う
れ
し
い

「立山キレイに見えるようになったちゃ」
　そんな声が聞こえてくる待合室の窓か
らは立山連峰が一望できます。
　当院では常勤2名、パート1名の視能
訓練士がいます。私たちは正確な検査はも
ちろんですが、患者さんの訴えや不安、医
師には直接聞きにくい思いを丁寧に聞くこ
とを心がけています。また、定期的に話し
合いの場をもち（時には美味しいものを食
べながら）問題点を改善することで診療・
検査の向上に努めています。
　今後も病院の理念である「患者さん本
位の心温まる優れた医療の提供」に基づき
ハートフルな眼科を目指していきます。

視能訓練士活動紹介
富山 済生会富山病院

掛上 幸恵（左）
かけうえ　ゆきえ

済生会富山病院 視能訓練士

野村五十里（中）
のむら　いかり

済生会富山病院 認定視能訓練士

中川 雅子（右）
なかがわ　まさこ

済生会富山病院 視能訓練士

■
眼
科
を
選
択
し
た
き
っ
か
け

　

初
期
臨
床
研
修
2
年
目
で
眼
科
を
回
っ
た
と
き
、

学
年
が
ひ
と
つ
上
の
先
生
の
下
に
付
か
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
入
局
し
て
ま
だ
4
ヶ
月
目
の
先
生
だ
っ
た
の

で
す
が
、
す
で
に
ひ
と
り
で
外
来
業
務
を
行
い
、
レ
ー

ザ
ー
治
療
や
白
内
障
手
術
の
執
刀
を
し
て
い
る
姿
を

み
て
、
私
も
こ
う
な
り
た
い
、
と
思
っ
た
の
が
眼
科

に
入
局
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。
診
断
か

ら
治
療
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
点
に
も
、
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

■
今
、
特
に
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

　

白
内
障
手
術
で
す
。
も
と
も
と
手
先
が
器
用
で
手

術
が
得
意
と
い
う
方
で
は
な
く
、
手
術
の
前
は
い
つ

も
と
て
も
緊
張
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
手

術
の
翌
朝
に
、「
と
て
も
よ
く
見
え
ま
す
」
と
い
う
声

を
聞
く
と
嬉
し
い
で
す
。
多
く
の
症
例
を
経
験
し
、

安
定
し
て
き
れ
い
な
手
術
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
座
学
は
日
々
の
業
務
に
追
わ

れ
て
疎
か
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
専
門
医
試
験
を
よ

い
機
会
に
し
て
、
励
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
今
後
、
ど
の
よ
う
な
眼
科
医
を
目
指
す
か

　

ま
だ
具
体
的
な
将
来
の
方
向
性
は
定
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
長
く
働
き
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

女
性
な
ら
で
は
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
問
題
も
あ
り

ま
す
が
、
仕
事
と
そ
れ
以
外
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま

く
と
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
若
い

う
ち
に
た
く
さ
ん
の
経
験
を
積
み
、
幅
広
い
知
識
を

吸
収
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

富山大学眼科

宮越茉莉
みやこし・まり

角
膜
・
網
膜
硝
子
体
の

美
し
さ
に
惹
か
れ
て
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神
田

2-1-61  TEL.076-242-6663

日　程 会　名 場　所 時　間 演　者

2016年
  9月24日（土） 第103回富山大学眼科臨床カンファレンス 富山県民会館（会議室701号室） 18:30～20:30

佐渡 一成 先生 (さど眼科)

高橋 　広 先生 (北九州市立総合療育センター)

2016年
11月23日（水･祝） 第75回富山眼科集談会 富山国際会議場（会議室203・204） 13:00～16:30 外園 千恵 先生 (京都府立医科大学)

2017年
  1月14日（土） 第104回富山大学眼科臨床カンファレンス 富山国際会議場（会議室203・204） 18:30～20:30

牧野 伸二 先生 (自治医科大学)

原　 直人 先生 (国際医療福祉大学)

2017年
  1月21日（土） 第35回とやま眼科学術講演会 ホテルグランテラス富山 18:30～20:30

柴　 琢也 先生 (東京慈恵会医科大学)

栗本 康夫 先生 (神戸市立医療センター)

2017年
  3月25日（土） 第22回北陸眼疾患シンポジウム ホテルグランテラス富山 18:00～20:00

佐々木 香る 先生 (JCHO星ヶ丘医療センター)

中尾 雄三 先生 (近畿大学)

飯田 知弘 先生 (東京女子医科大学)

日　程 会　名 場　所 時　間 演　者

2016年
  8月20日（土）
      ・21日（日）

第32回真鶴セミナー 湯涌温泉  かなや 20日）15:00～18:30
21日）  8:30～12:30

山田 和徳 先生 (金沢大学)

三村 　治 先生 (兵庫医科大学)

田中 惠子 先生 (新潟大学)

2016年
12月18日（日）第338回金沢眼科集談会 金沢ニューグランドホテル 13:00～16:00

尾﨑 峯生 先生 (尾﨑眼科)

Aung Tin 先生 (Singapore National Eye Centre)

日　程 会　名 場　所 時　間 演　者

2016年
  9月3日（土） 福井県眼科集談会 福井商工会議所 18:00～ 五十嵐 陽子 先生 (福井県盲学校)

2016年
11月12日（土）北陸オプサルミックフォーラム ユアーズホテル福井

未定
(17:30または  
 18:00から)

相原 　一 先生 (東京大学)

瓶井 資弘 先生 (愛知医科大学)

木下 　茂 先生 (京都府立医科大学)

2016年
12月10日（土）福井県年忘れ眼科勉強会 フェニックスホテル 18:00～20:00

吉冨 健志 先生 (秋田大学)

竹内　 大 先生 (防衛医科大学)

2017年
  1月14日（土） 福井県眼科集談会 福井商工会議所 18:00～21:00 宮田 和典 先生 (宮田眼科)

富
山

石
川

福
井

講演会スケジュール（2016年8月〜）

H28・7


